
［成果情報名］花芽接ぎによるニホンナシの収量確保

［要約］不時開花などで花芽が著しく不足した樹に同品種の腋花芽を２月中旬に接ぎ木す

ると開花、結実し、花芽の不足を補い、収量の確保が可能である。結実した果実は大き

く、糖度やｐＨは平年と同等である。
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［背景・ねらい］

ニホンナシは秋季に台風などにより著しく落葉すると不時開花し、翌年の開花数が不

足し、著しく収量が低下する。そこで不時開花した樹に長果枝の花芽を接ぎ木し、当年

結実させ、果実品質などについて検討した。

［成果の内容・特徴］

１．花芽を形成した腋花芽を接ぎ木すると正常に開花、結実する（図１）。接ぎ木は２

月中旬が適期で、時期が遅れると開花数、結実数は低下する（表１）。

２．花芽接ぎした果実は無処理より大きい。著しく着果密度が低い樹では１花芽当たり

２果着果させても無処理の果実より大きい。果形指数は果実重が大きいほど高い。果

皮色や糖度、ｐＨは花芽接ぎした果実と無処理に差はない。花芽接ぎした糖度やｐＨ

は平年値と同等である（表２）。

３．穂木の直径が５～10mmであれば穂木の大きさと果実重に相関はない（図２）。

［成果の活用面・留意点］

１．着果量が３～５果/ｍ２程度の着果密度における調査である。

２．１穂当たり１花芽に調整した穂木を腹接ぎした結果である。



［具体的データ］

表１ 幸水の接ぎ木の時期と開花率、開花数、結実率および結実数

接ぎ木時期 開花率ｚ 開花数ｙ 開花日ｘ 結実率ｚ 結実数ｙ

（月日） （％）（花/花そう） (月日） （％） (果/果そう）

2.15 91.2aｗ 6.0 4．2 64.4a 2.3a
2.27 74.1a 4.1 4. 3 19.5b 2.1a
3.12 7.4b 3.1 4.10 3.0c 1.0b

無処理 95.0a 5.4 4. 4 95.0d 2.0a

ｚ 開花、結実した接ぎ穂/接ぎ穂×100
ｙ 開花、結実した花そう、果そうの平均値
ｘ 花芽当たりの半数が開花した日
ｗ 異なる文字間にTukeyの多重検定で5％レベルで有意差有り

表２ 幸水の花芽接ぎした果実の形質および品質

着果数ｚ 果実重 果形指数 果皮色 地色 果肉硬度 糖度 ｐＨ 比重
(ｇ) (ｶﾗ-ﾁｬ-ﾄ) （kg) (Brix)

１果 370.8aｙ 128.4 2.7 2.7 5.1 11.9 5.08 0.99
２果 340.2b 126.2 2.9 2.9 4.9 12.1 5.05 0.99

無処理ｘ 318.7c 121.8 3.0 3.0 5.2 12.2 5.13 1.01
平年値ｗ 331.5 123.7 - - - 12.1 5.23 -

ｚ 花芽当たりの着果数
ｙ 異なる文字間にTukeyの多重検定で5％レベルで有意差有り
ｘ 前年落葉後に開花しなかった横または下向きの花芽に結実した果実
ｗ 1986～2006年の平均値

図１ 花芽接ぎにより開花した穂木 図２ 穂木の直径と果実重の相関
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